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の
涼
を
楽
し
む

町
婦
人
会
主
催
の
恒
例
納
涼
盆
踊

り
大
会
が
、
去
る
八
月
十
五
日
押
小

校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
央
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、

レ
コ
ー
ド
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
見
事
な
踊
り
を
披
露

盆
中
と
あ
っ
て
帰
省
し
た
な
つ
か

し
い
顔
も
見
え
、
久
し
ぶ
り
の
対
面

に
話
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
楽
し
い

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

町の人口

8月 1日現在

4. 3 6 3人

8.7 9 4人

2.39 4戸

4.4 3 1人女

計

世帯数

男
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ま
ず
、

あ
な
た
の
災
害
対
策
は
万
全
で
す
か
ノ
.

報広町

す
ば
苧
く
火
の
始
末

和

でと場なク • Iすのば感災地
離き所どべ，狭| 狭|る整やじ、震過
れはに危いい|川い| 末くた地で去
る 急い険の路|ベ路| を火ら震怖の

いるな え 地|り地| すをどの

":'砧へ|巳、| ベ|民} z z 
ι ら いl証へ|ぇ設洲民主; 火大

刀ミ徒三 ぎ寄い I -~ ぷ似しト免震 :らぎ|lLP隠 !rゃI'=音盤-
lでやむj ロ

昭

こ
の
機
会
に
い
ま

火
が
出
た
ら

ま
ず
消
火

万
一
出
火
し
た
場
合
に
は
、
初
期

の
う
ち
に
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
。

大
声
で
隣
近
所
K
声
を
か
け

あ
い
、
皆
で
協
力

し
て
消
火

に
つ
と
め

ず。
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あ
わ
て
て
戸
外
に

飛
び
出
す
な

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
と
、
落

下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
な
ど
危

険
が
多
い
の
で
、
周
囲
の
状
況
を
確

か
め
て
行
動
す
る

避
難
は
徒
歩
て
I
l
l
i
-
-

持
ち
物
は
最
小
限
に

避
難
に
は
自
動
車
を
絶
対
使
わ
ず

必
ず
徒
歩
で
避
難
す
る
。
持
物
は
最

小
限
に
と
ど
め
、
背
お
う
な
ど
し
て

璽
ナ
を
あ
げ
る

度
点
検
を

山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、

津
波
、
浸
水
に
注
意

山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
は
山
崩
れ
や

が
け
崩
れ
が
お
こ
り
や
す
い
。
海
岸

地
情
で
は
津
波
、
低
地
で
は
浸
水
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
す
ば
や
く
安
全

な
場
所
に
避
難

協
力
し
あ
っ
て

応
急
救
護

た
く
さ
ん
の
負
傷
者
が
出
る
と
救

急
の
手
が
回
ら
な
い
乙
と
も
あ
る
。

協
刀
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を
し
よ
う

正
し
い
情
報
を
つ
か
み
|
|

余
震
を
恐
れ
る
な

消
防
署
、
警
察
署
、
役
場
な
ど
の

指
示
に
従
っ
て
行
動
す
る
。
余
震
は

本
震
よ
り
小
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
余
震
に
は
注
意
し
、
沈
着
な
行

動
を
と
る

秩
序
を
守
り

l
i
l
1
1
1
1

衛
生
に
注
意

身
勝
手
な
行
動
を
と
ら
ず
、
秩
序

を
守
ろ
う
。
衛
生
に
は
十
分
注
意
す

る

日
本
は
世
界
の
地
震
の

一
O
%を
引
き

受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地
震
の
多
い

国
で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
9

右
越

地
震
h

リ
は
、
一
年
間
に
千
仕
別
後
発
生
し
て
い
ま

す。
九
月
一
回
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

大
正
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
昭

和
三
十
五
年
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
災
害
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
、
常
に
そ
の
心
構
え
を
怠
る
こ
と
な
く
、
い
、ざ

と
い
う
時
に
備
え
よ
う
!
と
い
う
も
の
で
す
。

お
宅
の
地
震
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
。

地
震
予
知
と

情
報
の
流
れ

地
震
の
三
要
素
l
「
い
つ
」
「
ど

こ
で
」
「
ど
の
程
度
の
大
き
さ
」
の

壇
震
が
起
乙
る
か
!
こ
れ
が
事
前
に

わ
か
れ
ば
、
わ
た
し
た
ら
も
心
の
準

備
が
で
き
、
そ
れ
な
り
の
対
策
を
講

じ
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
地
震
の
三
要
素
が
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
以
上
の
地
震
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
予
知
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
地
震
発
生
が
予
知
注
れ
た

但
窓
口
、
そ
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
し

て
わ
た
し
た
ら
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
、

地
震
予
知
情
報
の
流
れ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

地
震
予
知
の
基
礎
と
な
る
の
は
、

日
夜
行
わ
れ
て
い
る
各
種
の
地
震
観

測
お
よ
び
地
殻
変
動
観
測
デ
!
タ
の

監
視
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た

「
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
気
象
庁
長
官
は
各
種
の
地

震
観
測
施
設
等
の
デ
l
タ
か
ら
異
常

が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
長
官
の
私
的

諮
問
機
関
で
あ
る
「
地
震
防
災
対
策

強
化
地
域
判
定
会
」
を
判
定
会
長
に

要
請
し
て
聞
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
大
規
模
な
地
震
の
発

生
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
~
地
震
予
知
情
報
と
し
て
、
内
閣

総
理
大
臣
に
報
告
し
ま
す
。

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
時
期
は
、
原
則
と
し
て
「
二
、

一
一
百
以
内
」
ま
た
は
「
数
時
閉
以
内
」

と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。「

地
震
予
知
情
報
」
の
報
告
が
行

わ
れ
る
と
、
内
閣
総
理
大
臣
は
必
要

に
応
じ
て
閣
議
に
か
け
、

-警
戒
宣
言



を
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
予

定
さ
れ
て
い
る
防
災
措
置
が
す
べ
て

い
っ
せ
い
に
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に

直
ち
に
地
震
予
知
情
報
の
内
容
が
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
発
表
さ
れ

ま
す
。
と
同
時
に
国
の
地
方
出
先
機

関
や
県
知
事
を
通
じ
て
、
市
町
村
に

通
知
さ
れ
、
確
実
に
情
報
が
住
民
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

報

防
災
訓
練
に

進
ん
で
参
加
を

広

九
月
一
日
防
災
の
日
に
ち
位
み
、

本
町
で
も
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。「

東
海
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震

が
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
。
地

割
れ
が
で
き
多
く
の
人
が
立
っ
て
い

町和昭(3) 

ら
れ
な
い
状
態
で
、
家
屋
倒
壊
も
三

O
%を
超
え
町
内
各
地
に
被
害
が
続

出
」
を
想
定
の
も
と
に
、
午
前
九
時

の
警
戒
宣
言
(
サ
イ
レ
ン
)
を
合
図

に
行
わ
れ
ま
す
。

保
育
園
、
学
校
、
役
場
な
ど
の
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
、
各
部
落

単
位
の
自
主
防
災
組
織
も
地
区
公
会

堂
に
対
策
本
部
を
設
け
、
情
報
の
収

集
伝
達
や
避
難
時
の
誘
導
訓
練
の
ほ

か
、
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
の
手

順
、
ケ
ガ
人
の
救
出
、
救
護
訓
練
を

行
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
の
機
会
に
進
ん
で
参
加

し
、
い
ま
一
度
あ
な
た
の
家
庭
で
の

防
茨
対
策
を
検
討
し
て
見
て
下
さ
い
。

地
震
に
強
い

町
づ
く
り
を

町
で
は
、
地
震
防
支
強
化
計
画
K

基
づ
き
積
極
的
な
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。今

年
度
事
業
で
ま
ず
第
一
に
あ
げ

ら
れ
る
の
が
、
防
災
行
政
無
線
の
取

付
で
す
。
す
で
に
電
波
局
へ
の
申
請

や
終
え
認
可
持
ち
段
階
で
‘
今
秋
に

は
工
事
に
着
手
し
来
年
早
々
に
は
開

局
と
な
る
弔
中
止
で
す
。

乙
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は

役
場
を
基
盤
同
に
し
て
、
町
内
一
干

四
カ
所
に
鋼
管
柱
を
立
て
て
無
線
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
を
行
う
と
と

も
に
、
務
動
局
二
十
二
局
に
よ
っ
て

情
報
の
収
集
を
し
ま
す
。
移
動
局
は

携
帯
用
十
四
局
と
自
動
車
に
取
付
る

八
局
が
あ
り
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
基
地

局
と
直
通
と
な
り
ま
す
。
一
斉
放
送

が
可
能
で
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
K
有
効

利
用
で
き
る
乙
の
防
災
行
政
無
線
に

は
、
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。今

年
度
か
ら
年
次
計
画
で
実
施
す

る
道
路
用
防
火
水
槽
の
取
付
は
、
手

初
め
と
し
て
役
場
駐
車
場
に
四
ト
ン

を
貯
蔵
で
き
る
貯
水
槽
を
建
設
し
、

災
害
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
避
難

地
用
発
電
機
十
三
台
を
購
入
し
、
各

部
落
に
配
備
し
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
今
年
度
五
百
戸
の
家

庭
を
対
象
花
、
家
庭
用
ガ
ス
の
地
震

時
に
お
け
る
防
止
機
器
の
設
置
を
奨

励
す
る
こ
と
と
し
、
二
戸
当
り
機
器

代
四
千
円
を
助
成
す
る
な
ど
乙
ま
か

昭
和
五
十
三
年
に
起
っ
た
宮
城
県

沖
地
震
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
震
源

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
七
・
四
で
、

震
度
は
被
害
の
一
番
大
き
か
っ
た
仙

台
で
五
、
東
京
で
は
四
と
な
っ
て
い

ま
す
。ζ

れ
を
見
て
も
お
わ
か
り
の
と
お

り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度
は
違

シ
?
も
の
で
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
地
震
の

大
小
を
示
す
単
位
で
、
震
度
は
、
揺

れ
を
あ
ら
わ
す
単
位
な
の
で
す
。
乙

な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

い
、
ざ
と
い
う
時
に
は

落
ち
つ
い
て
行
動
を

き
て
、
地
震
が
発
生
じ
た
場
合
あ

な
た
は
ま
ず
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
か
。

ど
ん
な
地
震
で
も
、
大
揺
れ
は
一

分
間
程
度
で
す
。
大
き
い
な
と
思
っ

た
ら
丈
夫
な
家
具
の
下
な
ど
に
一
時

身
を
潜
め
、
揺
れ
が
お
き
ま
っ
て
か

ら
ま
わ
り
の
状
態
を
見
な
が
ら
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
グ
ラ
ッ

と
き
た
か
ら
と
い
っ
て
あ
わ
て
て
外

に
飛
び
出
す
と
、
屋
根
が
わ
ら
や
看

板
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で
思
わ
ぬ

ケ
ガ
を
し
ま
す
。
外
に
飛
び
出
す
時

は
、
毛
布
や
布
団
な
ど
を
か
ぶ
る
の

も
一
策
で
す
。

マグニチユードと
震度は違います

の
両
者
の
関

係
は
、
電
球

の
ワ
ッ
ト
一数

と
明
る
き
に

よ
く
似
て
い

ま
す
。た

と
え
ば
、

百
ワ
ッ
ト
の

電
球
を
つ
け

た
と
し
ま
す
。

当
然
、
そ
の

真
下
が
最
も

ま
た
、
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物

は
最
小
限
に
と
ど
め
、
避
難
順
路
は

狭
い
路
地
や
へ
い
ぎ
わ
、
ブ
ロ
ッ
ク

ベ
い
な
ど
を
き
け
て
避
難
場
所
に
行

け
る
よ
う
道
順
を
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
P

つ。そ
し
て
、
過
去
の
例
か
ら
大
地
震

で
怖
い
の
は
火
災
。
地
震
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
K
食
い
と
め
る
に
は
第

一
に
火
災
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
火
災

を
防
ぐ
芳
ャ
ン
ス
は
①
大
揺
れ
の
前

の
上
下
運
動
を
感
じ
た
段
階
で
早
め

に
始
末
す
る
。
②
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら

火
の
始
末
を
す
る
。
③
火
元
か
ら
カ

ー
テ
ン
や
天
井
に
燃
え
移
る
ま
で
一
ニ

ー
五
分
か
か
る
の
で
揺
れ
が
治
ま
っ

て
か
ら
消
す
l
以
上
の
よ
う
な
こ
と

を
頭
に
す
ば
や
く
火
を
消
す
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

明
る
く
、
電
球
か
ら
離
れ
る

K
つ
れ

て
暗
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
乙
の
場

ム

q
電
球
の
ワ
ッ
ト
数
(
百
ワ
シ
卜
)

が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
で
、
場
所
に
よ

っ
て
異
な
る
明
る
き
が
震
度
K
相
当

し
ま
す
。
こ
れ
を
宮
城
県
沖
地
震
に

あ
て
は
め
ま
す
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
四
が
ワ
ッ
ト
数
で
、
震
源
K

近
か
っ
た
仙
台
で
は
明
る
く
(
揺
れ

が
激
し
く
て
よ
り
離
れ
た
東
京
で

は
少
し
暗
く
な
っ
た
(
揺
れ
か
少
ぽ
か
っ

た
)
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
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診
療
回
数
一
人
当
り
一
一
、
三
回

乙
の
五
か
月
間
で
レ
セ
プ
ト
は
八

千
七
百
六
十
九
枚
、
入
院
が
延
二
百

三
十
人
、
通
院
が
八
千
五
百
三
十
九

人
と
な
り
ま
す
。
乙
れ
を
国
保
加
入

者
一
人
当
り
の
診
療
回
数
に
し
て
み

ま
す
と
、
一
人
二
・
三
回
医
者
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
K
な
り
ま
す
。

広町和昭

昨年の 5・7・9・1・3月分

10 
順
位

病

気

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
肺
炎
等

高

血

圧

症

の

病

気

む
し
歯
、
し
そ
う
膿
漏

胃
や
十
二
指
腸
漬
晴
樹
、
胃

炎
、
虫
垂
炎
、
肝
硬
変
等

自
律
神
経
障
害
、
白
内
障

結
膜
炎
、
中
耳
炎
等

リ
ウ
7

チ
、
腰
痛
肩
の
瞳
盲

皮
フ
、

皮
下
組
織
の
感
染

き
り
傷
、
中
毒
、
骨
折

賢
炎
、
賢
不
全
-
前
立
腺

肥
大
ネ

フ
ロ
|
ゼ

①

甲

状

線

、

糖

尿

病

疾病状況調べ

診
療
数

一
万
三
千
三
十
件

国
保
か
ら
健
康
状
態
を
さ
ぐ
る

昭
和
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
昨
年
一
年
間
(
五
十
五
年

四
月

1
五
十
六
年
三
月
)
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
総
件
数
二
万

三
千
三
十
件
の
内
か
ら
、
五
か
月
分
(
五
、
七
、
九
、
一
、
三
月
)

の
疾
病
状
況
を
抽
出
し
て
分
類
別
に
集
計
し
て
見
ま
し
た
。

医
者
に
か
か

っ
た
病
気
の
上
位
十

傑
を
あ
げ
る
と
別
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
年
齢
別
で
大
別
す

る
と
少
年
期
は
む
し
歯
、
壮
年
は
胃

や
十
二
指
腸
潰
療
な
ど
の
消
火
器
系

の
疾
患
、
高
年
期
は
高
血
圧
等
の
循

環
器
系
の
疾
患
と
い
う
ふ
う
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

名

ニ
O
四一

六
0
1
六
四一

五
五
1
五九一
六
五
l
六
九

件

数

年

齢

階

層

順

位

一、五一

五

五

l

九

0
1
四

一
o
l
一四

ーーて

一 四
二 四
七 五

|七
五 O
111 

|七
九 四

一ーー ノ¥

O 五
111 -一一 ノ、

四九

一 七
五 五
111 
一 七
九九

七七
六
一五
0
1
五
四一四
五
j
四九一

六
五
J
六
九

五
j

九

一O
J

一四

七三八

一六
五
I
六
九

一0
1
三
四一

一一五
l
一一九

一一一一五
i
一一一九

一
方
、
受
診
者
は

0
1
九
歳
児
ま

で
の
幼
年
層
と
六
十
歳
以
上
の
高
年

者
に
集
中
し
、
疾
病
状
況
調
べ
十
傑

の
う
ち
七
項
目
ま
で
を
上
位
で
占
め

て
い
ま
す
。

健
康
管
理
に
心
が
け

保
険
税
の
節
約
を

昨
年
一
年
間
に
病
気
の
た
め
に
要

し
た
全
体
の
額
は
、
二
億
九
千
八
万

円
(
保
険
税
と
国
の
補
助
金
二
億
八

百
万
円
と
加
入
者
が
一
部
負
担
金
と

し
て
直
接
支
払
っ
た
分
九
千
万
円

)

と
な
り
ま
す
。
ζ

れ
は
、
一
台
二
百

五
十
万
円
も
す
る
高
級
乗
用
車
が
、

約
百
二
十
台
も
買
え
る
額
に
匹
敵
し

ま
す
。月

々
の
平
均
支
出
は
、
約
一
千
七

百
万
円
か
ら
一
千
八
百
万
円
に
も
の

ぼ
り
、
加
入
者
(
三
、
七
六
七
人
)
一

人
当
り
約
八
万
円
、
世
帯
(
一
、
二
O

O
戸
)
当
り
二
十
四
万
八
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
医
療
機
関
K
支
払
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
々
莫
大
な
医
療

費
を
出
費
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
保
険
税
も
増
額
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貴
重
な
保
険

税
や
国
の
補
助
金
を
査
甥
K
使
う
た

め
に
は
、

一
人
一
人
が
自
分
の
健
康

管
理
に
十
分
心
が
け
、
健
康
で
明
る

い
家
庭
-つ
く
り
K
励
ん
で
下
さ
い
。

あ
な
た
の
家
庭
で
は
分
別
収
集
の

ル
l
ル
を
守

っ
て
い
ま
す
か
。
集
め

ら
れ
る
ゴ
ミ
の
中
は
、
ま
だ
ま
だ
完

全
な
分
別
が
行
わ
れ
て
な
く
、
処
理

場
で
は
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
次
の
事
項
を
守
り
分
別

に
と
協
刀
下
さ
い
。

-
可
燃
物
に
つ
い
て

・
十
分
水
切
り
を
す
る
ζ

と。

・
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
類
等
の
危
険
物
は

入
れ
な
い
乙
と
。

-
危
険
物
に
つ
い
て

・
鉄
類
と
ガ
ラ
ス
類
に
大
別
し
て
収

集
袋
に
入
れ
る
乙
と
。

な
お
、
収
集
は
業
者
に
委
託
し
て

い
ま
す
が
、
つ
い
先
日
卓
上
用
ガ
ス

ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
収
集
車
が
燃
え
る

事
敢
が
発
生
し
ま
し
た
。
ス
プ
レ
ー

か
ん
、
卓
上
用
ガ
ス
ボ
ン
べ
な
ど
は
、

必
す
か
ん
に
穴
を
あ
け
る
な
り
し
て

思
集
袋
K
収
め
る
よ
う
気
を
つ
け
て

下
き
い
。

N
H
K学
園
で
は
、
「
社
会
通
信

講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す。
乙
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も

自
宅
に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ

い
時
間
花
、
自
分
の
ぺ

l
ス
で
学
べ

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

講
座
は
「
書
道
」
「
硬
筆
」
「
母

と
子
の
硬
筆
」
「
簿
記
」
「
俳
句
」

「
文
章
」
「
絵
画
」
「
囲
碁
」
「
英

語
」
「
国
語
」
の
十
講
座
二
十
九
コ

ー
ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ

ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
学

習
が
終
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ

て
お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進
み
方

に
応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に
と
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
案
内
ご
希
望
の
方
は
、

N
H

K
甲
府
放
送
局
ま
た
は
、

N
H
K学

園
社
会
通
信
教
育
係
!
東
京
都
国
立

車
畠
士
見
台
二

1
三
六

(

電

話
。

四
二
ア
且

l
七
二

l
一
一
一
一
五
一
)
へ
、

は
が
き
で
ご
請
求
下
さ
い
。



報

各種教室を開講します。

~峡中地方撃的青年センター~

広町和昭(5) 

所
得
割
の
な
い
受
給
者

十
月
分
か
ら
五
百
円
ア
ッ
プ

事 業 名 開 催 期 間 開催日時 募集人員 参 加料

手芸 教 室 10月- 2月 毎1週9・水o曙0-日21: 00 30名 入材 館料 料費

華道 教室 10月 - 3月 毎1週9木0曜0市日J21:00 30名 入材 館料 料費

料理教 室 10月 - 2月 毎1週8火3曜0-日20: 30 30名 材入料費 月館3.00料O円

男女子子 22 ooテチーームム

1チーム

テニス大会 9月13・20日 9: 00-17: 00 男子 2.00 0円
女子 1.00 0円

パ ドミン トン大 会 9月26・27日 17: 00-21: 00 20チーム
1テーム

3.000円

た
残
り
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
で
、
税

率
は
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
均
等
割

と
は
、
一
定
の
所
得
(
国
で
決
め
ら

れ
た
額
)
以
上
あ
る
人
、
一
人

K
っ

き
千
五
百
円
均
等
に
課
せ
ら
れ
る
税

金
で
す
。

国

国

国

園

加
入
は
早
い
ほ
ど
よ
い

※ いずれも申込みは 8月 1日~定員にな り次第です。

町
で
は
、
国
民
年
金
の
未
加
入
者

に
加
入
促
進
を
勧
め
て
い
ま
す
。
お

心
当
り
の
方
は
早
く
手
続
き
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他

の
公
的
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な
い

日
本
国
民
が
、
す
べ
て
加
入
す
る
国

営
の
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
最
低
一

年
以
上
保
険
料
を
完
納
し
て
い
れ
ば

よ
り
五
百
円
ア
ッ
プ
の
七
千
円
に
改

正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
児
童
手
当
法
の

額
改
正
に
お
け
る
経
過
K
つ
い
て
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
九
月
分
ま
で

児
童
手
当
の
額
は
、
十
八
歳
未
満
所
得
割
の
あ
る
受
給
者
!
五
千
円

の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
所
得
割
の
な
い
受
給
者
ー
さ
土
ヰ
育
問

三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
整
円
終
了
昭
和
五
十
六
年
十
月
分
よ
り

前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
所
得
割
の
あ
る
受
給
者
l
五
千
円

円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
う
所
得
割
の
な
い
受
給
者
!
七
千
円

ち
、
所
得
割
の
額
が
な
い
受
給
者
に
※
市
町
村
民
税
に
は
、
所
得
割
と
均

は
月
額
六
千
五
百
円
が
支
払
わ
れ
て
等
割
と
が
あ
り
、
所
得
割
と
は
、
本

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
十
月
分
人
の
所
得
よ
り
扶
養
控
除
等
を
除
し

の

養

を

3

日

団

千

r}凶
凱

ν
主

主

可

t

a

v

『
手
工

地

じ

教

o

話

2

希

中

用

与

す

電

月

加

峡

利

う

て

局

9

参

た

を

よ

中

務

i

れ

暇

の

問

事

会

士

吉

剰

次

期

(

大

ま

設

か

、

集

タ

ス

れ

建

年

う

募

ン

ニ

‘わ

に
害
問
よ
の
セ
。
テ
ノ
行
い

製

労

く

徒

平

い

は

が

き

対

勤

一

だ

生

青

さ

日

会

下

用

く

た

期

労

下

o
大

せ

利

働

い

後

勤

み

2

ン

合

、

て

在

中

込

、

ト

い

年

は

め

現

峡

申

日

ン

間

青

一

進

t
l

、
で

3

ミ

お

の

タ

を

す

は

ま

1

ド

で

底

辺

り

ま

者

番

月

パ

ま

地

、セ

く

い

望

9

9
は

局

摩
年
つ
一
て
希

7

、
日
務

巨

青

康

し

加

4

た

7

事

中

労

健

画

参

6

ま

2

は

勤

や

計

一

・

体

障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、

二
十

五
年
以
上
加
入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳

に
な
る
と
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
加
入
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ

い
わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん

国
民
年
金
へ
入
る
は
ず
の
人
は
、
す

ぐ
に
役
場
福
祉
課
国
民
年
金
係
へ
出

向
い
て
、
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
乙
と
は
係
へ
問
い
合
せ
下

さ
い
。く

ら
し
の
相
談
は

消
費
生
活
相
談
員
へ

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
よ
い

消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と

な
っ
て
い
た
だ
く
消
費
生
活
相
談
員

が
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
私
達
が
受
け
る
消
費
生

活
上
の
被
害
や
苦
情
も
衣
・
食
・
住

の
問
題
か
ら
訪
問
販
売
や
割
賦
販
売

等
の
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
一
人
が
受
け
た
被
害
で
も

こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
乙
と
が
で

き
、
商
品
の
品
質
や
販
売
方
法
の
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

苦
情
や
相
談
は
気
軽
に
消
費
生
活

相
談
員
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

飯
島
勝
子

井
口
典
子

須
田
富
美
子

西
条

一
区

西
条
二
区

河
東
中
島

県
民
提
言
募
集

皆
様
の
見
方
、
考
え
方
、

工
夫、

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
募
集
し
ま
す

0

・
提
言
で
き
る
人

十
八
歳
以
上
の
入

園
テ

l
マ

趣
旨
に
そ
っ
た
も
の
な
ら
な
ん
で

も
よ
い
。
参
考
ま
で
に
テ
!
マ
を

例
示
し
ま
す
。

O
く
ら
し
に
お
け
る
本
当
の
豊
か
さ

と
は
な
に
か
。

O
家
庭
行
事
を
見
直
し
て
み
よ
う
。

O
子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
場
所
を
と

り
も
ど
す
た
め
に
。

O
生
活
文
化
を
高
め
る
う
え
で
、
行

政
に
望
む
こ
と

0

・
応
募
の
し
か
た

O
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
上

五
枚
以
内
。

O
原
稿
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
墾
来
、
電
話
番
号
を

は
っ
き
り
書
き
、
封
筒
に
(
生
活

文
文
化
提
言
)
と
朱
書
下
さ
い
。

-
締
切
り

昭
和
五
十
六
年
九
月
三
十
日

・
送
り
先

甲
府
市
丸
の
内

一
!
六
l
一

山
梨
県
民
生
活
局
生
活
文
化
課



好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
テ
ニ
ス
男
子
は
、
八
月

十
日
茨
城
県
土
浦
市
で
行
わ
れ
た
第

十
一
回
関
束
中
学
校
軟
式
庭
球
大
会

第
三
十
二
田
県
下
中
学
校
総
合
体
に
出
場
、
一
回
戦
群
馬
代
表
の
高
崎

実
会
が
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
四
二
中
を
三
対
O
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
破

日
聞
に
わ
た
っ
て
、
県
営
総
合
グ
ラ
り
、
二
回
戦
地
元
代
表
の
勝
田
二
中

ン
ド
を
会
場
花
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
と
対
戦
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
と
い
う

乙
の
大
会
に
押
原
申
坐
校
か
ら
は
、
も
の
の
、
出
場
選
手
の
ほ
と
ん
ど
が

野
球
、
テ
ニ
ス
(
男
・
女
)
パ
レ

l

二
年
生
と
い
う
こ
と
で
、
来
年
代
は

ボ
l
ル
女
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
、
今
年
以
上
の
よ
い
成
績
が
あ
げ
ら
れ

ソ
フ
ト
女
子
と
六
種
目
が
出
場
、
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い

れ
に
陸
上
選
手
八
人
が
郡
代
表
選
手
ま
す
。

と

し

て

出

場

し

ま

し

た

。

ま

た

一

方

、

準

優

勝

に

輝

い

た

野

こ
の
う
ち
テ
ニ
ス
男
子
は
優
勝
、
球
部
も
、
八
月
十
七
日
、
十
八
日
花

野
球
は
準
優
勝
、
ま
た
陸
上
で
も
、
千
葉
県
銚
子
市
で
開
催
さ
れ
た
第
七

四
百
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
た
望
月
徳
田
関
東
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
に
出

生
君
が
三
位
、
宮
田
誠
豊
君
が
百
十
場
、
一
回
戦
地
元
代
表
の
銚
子
四
中

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
六
位
と
い
う
を
十
二
対
五
の
大
差
で
破
り
、
一
一
回

9
9
9
9
9
b
b
9
9
9
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
q
b
L
V
9
bか
か
か
か
か
か
か
か
b
b
b
b
b
b
b
bか
b
b
b沙
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
ク
/
汐
か
か
か
か
b
か
か
砂
9
9
b
b
b
b
o
h
qか
b
h庁
9
0
9
9
b
9
9
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
oか
か

(6) 

テ
ニ
ス
男
子
優
勝
、

野
球
は
準
優
勝

第
三
+
ニ
固
県
下
中
学
校
総
合
体
育
大
会

報広町和昭

私たちが生活を営むうえで、水はどうしても欠か

すことができませIuo一度使用しt.71<を下水として

河川などKそのまま流すと、水質を汚濁させ、環境

を破壊させます。そうした汚水を集めて処理し、き

れいな水にして自然界にもどす役目をするのが下水

道です。

山野~*明といわれた本県も、市街化が翁思議み
白百様式の変化から周囲のtJIIは汚れていくばかりで

す。県は、流域下水道整保計画に基づき、すでに区

域を分け事業に着手していますが、本町も対象とな

る釜無!日訴蹴下水道事業も、事業化するための計画

調査を実胸中です。

私たちも将来にむおかつて下水道lζ対する理解と関

心を深めるとともに、現在地域を流れる)[1物k路の

美化と水質の汚濁防止に協力しましょう。

JIIをきオLいに

全国下水道促進デー

7 日~ 13日

ソフトは阿原、バレーはこ区Aが優勝

町内子ともクラブ球技大会

夏休みに入って一週日の日曜日の 7月26日、第

1 1回町内子どもクラフ球技大会か神原小学校を会

場花開催されました。

男子はソフトボール、女子はバレーボールKB!片L
それぞれ熱戦が展開されました。

結果は次のとおりです。

〈バレーボール〉

優勝西条二区A

準優勝上河東二区

三位上，河東

〈ソフトボール〉

優勝 紙郷可原

準優 勝押 越

三 位河西
臨
界
次
城
代
表
の
下
館
中
と
対
戦
、
延

長
九
回
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
し
た
と
い

う
も
の
の
、
県
代
表
と
し
て
す
ば
ら

し
い
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま

〈
今
年
米
寿
を
迎
え
た
お
二

φん占。の与。あ田保久

た
、
乙
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人

福
祉
週
間
」
で
す
。
永
年
に
百
一
っ
て

社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
に
在
住
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
は
現
在
六
百
九
十
五
名
、

こ
の
う
ち
今
年
米
寿
を
迎
え
る
方
は
、

上
河
東
の
青
原
豹
三
さ
ん
、
西
条
一

区
の
久
保
田
あ
さ
の
さ
ん
の
お
二
人

で
す
。
町
で
は
金
杯
を
送
っ
て
、
お

二
人
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
計
画
で

す。

総

合

六

位

第
三
十
二
回
郡
体
育
祭

第
三
十
二
回
中
巨
摩
郡
体
育
祭
は

七
月
二
十
六
日
、
十
一
町
村
参
加
の

も
と
に
、
白
根
町
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

得
点
競
技
二
十
七
種
目
の
う
ち
、

本
町
で
は
二
十
種
目
に
参
加
、
こ
の

う
ち
銃
剣
道
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
優

勝
し
た
の
を
始
め
、
準
優
勝
K
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女
子
、
射
撃
、
体
操
、
三

位
に
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
壮
年
男

子
が
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

個
人
で
も
五
十
歳
台
砲
丸
投
げ
で

鷹
野
敏
夫
さ
ん
(
中
島
)
、
五
十
歳

以
上
水
泳
で
桑
原
丑
寅
さ
ん
(
清
水
)

一
般
女
子
水
泳
で
井
上
か
お
り
さ
ん

(
河
西
)
が
優
勝
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
各
競
技
む
ら
な
く

得
点
し
た
櫛
形
町
が
優
勝
、
本
町
は

六
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。



報

佳
高
校
創
立
当
時
の
校
長
で
、
現

在
山
梨
大
挙
講
師
の
深
沢
泉
先
生
著

書
甲
州
方
言
を
読
ん
で
、
方
言
に
つ

い
て
は
じ
め
て
勉
強
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

乙
の
甲
州
方
言
概
説
の
中
で
、
先

生
は
「
方
言
と
は
そ
の
地
域
に
行
わ

れ
て
い
る
話
し
言
葉
の
全
体
系
で
あ

る
。
地
域
と
地
域
と
を
比
較
し
た
場

合
K
出
て
く
る
言
葉
の
違
い
が
方
言

で
あ
る
。
方
言
は
地
域
社
会
の
生
活

の
中
に
育
っ
た
も
の
、
地
域
差
が
方

言
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
」
と
し

て
い
る
。

甲
州
方
言
は
国
中
と
郡
内
に
分
け

る
が
、
国
中
の
方
言
は
東
海
~
東
山

方
一
=
ロ
に
属
し
、
郡
内
地
方
の
方
言
は

関
東
西
部
方
言
に
属
し
て
い
る
。
国

中
は
甲
府
盆
地
及
び
そ
の
周
辺
、
東

山
梨
郡
、
釜
無
川
西
部
の
西
郡
、
北

巨
摩
郡
、
富
士
川
沿
岸
の
地
域
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い

る。
方
言
は
、
そ
の
地
方
特
有
の
表
現

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
教
育

が
普
及
し
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の

情
報
網
の
普
及
発
達
、
生
活
様
式
の

広町和昭(7) 

昭
和
町

の方ユ一一口

郷
土
研
究
部
長

変
化
、
交
通
網
の
発
達
に
伴
い
、
明

治
時
代
に
生
ま
れ
た
人
達
の
言
葉
、

す
な
わ
ち
方
言
は
次
第
に
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
、
家
庭
で
も
、
会
合
で
も

町
内
放
送
等
で
も
ほ
と
ん
ど
標
準
語

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

甲
州
方
言
で
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「

は
ん
で
、
め
た
め
た
、
ご
っ
ち
ょ
で

と
い
す
」
で
、
乙
れ
は
国
中
の
「
ず

ら
こ
と
ば
」
の
地
域
K
使
わ
れ
る
。

古
い
も
の
が
な
く
な
る
中
で
、
山
梨

県
人
同
志
が
ど
乙
か
で
、
ふ
と
自
然

に
使
わ
れ
る
時
、
友
情
が
育
み
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
暖
か
み
を
感
じ
る
も

の
で
あ
る
。

乙
の
機
会
に
方
言
を
研
究
し
、
一

つ
一
つ
解
説
し
て
み
た
い
と
思
う
が
、

深
沢
泉
先
生
甲
州
方
言
の
自
序
に
「

五
百
採
録
中
い
つ
も
考
え
た
こ
と
は
、

方
言
を
た
だ
単
語
と
し
て
取
り
上
げ
、

共
通
語
と
比
較
し
て
の
平
均
値
を
出

す
だ
け
で
は
方
言
の
お
も
し
ろ
み
は

わ
か
ら
な
い
と
い
う
乙
と
だ
っ
た
。

生
き
た
言
語
表
象
と
し
て
の
方
言
の

味
は
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
用
例
、

ま
と
ま
っ
た
意
味
、
文
と
し
て
と
ら

雨

宮

侍

4
4

え
て
見
る
時
に
出
て
く
る
。
単
語
と

し
て
の
方
言
は
煉
瓦
や
小
石
の
よ
う

に
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
転
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
単
語
と
し
て
取
り
上

げ
た
だ
け
で
は
地
域
語
の
特
異
性
は

出
て
乙
な
い
。
ま
と
ま
っ
た
意
味
を

表
す
用
例
と
し
て
、
使
っ
て
み
て
初

め
て
密
度
の
高
い
地
方
語
の
迫
力
が

出
て
く
る
」
と
し
て
い
る
。
使
っ
て

み
て
初
め
て
方
言
の
味
わ
い
が
出
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
解
説
に
は
出
来

る
限
り
用
例
を
あ
げ
る
よ
う
に
し
た

当
町
の
方
言
は
、
甲
州
方
言
の
う

ち
国
中
方
言
で
、
釜
無
川
東
部
地
域

の
一
般
的
方
言
で
あ
っ
て
、
昭
和
町

独
特
の
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

当
町
は
甲
府
市
近
郊
の
住
宅
地
で
あ

り
、
道
路
網
の
発
達
に
よ
る
京
浜
地

区
と
の
交
流
が
激
し
く
な
っ
た
為
、

前
掲
の
理
由
と
共
に
次
第
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
て
、
現
在
の
若
い
人
達
は

殆
ん
ど
標
準
語
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

昭
和
村
誌
地
方
色
方
言
の
項
に
よ

る
と
(
当
地
域
の
最
も
知
ら
れ
た
方

言
と
し
て
は
、
夕
方
の
挨
拶
と
し
て

お
互
い
に
「
た
だ
今
」
を
言
い
交
す

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
一
に
つ
い
て

は
、
前
編
開
拓
史
を
参
照
せ
ら
れ
た

い
。
)
と
あ
り
、
村
誌
第
三
章
中
世

拠
の
第
二
節
、
甲
斐
源
氏
の
項
の
開

拓
史
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
(
前

略
!
こ
れ
等
当
時
の
開
拓
状
況
は
、

先
ず
水
害
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
、
肥

沃
な
土
性
の
と
こ
ろ
と
い
っ
た
自
然

的
条
件
の
よ
い
所
を
見
立
て
て
、
田

畑
を
作
り
、
や
が
て
そ
ζ

に
定
住
し

て
村
落
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
般
的
に
言
え
ば
、
氾
濫
原
の
開
発

は
そ
の
未
端
部
か
ら
「
扇
端
部
」
順

に
上
部
に
移
行
し
、
扇
央
K
及
び
、

最
後
と
な
る
の
は
扇
頂
部
に
な
る
の

を
原
則
と
す
る
。
中
略
l
本
村
の
場

合
に
も
適
用
さ
れ
、
西
条
新
田
、
築

地
新
居
等
比
較
的
後
に
生
ま
れ
た
村

で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

調
査
し
た
結
果
み
と
め
得
ら
れ
る
。

乙
の
辺
の
方
言
と
し
て
「
只
今
」
と

い
う
夕
暮
れ
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、
他

か
ら
来
た
者
は
異
様
に
感
じ
ら
れ
る

そ
う
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
墾
田
当
時

か
ら
の
方
言
で
、
荘
園
の
領
家
、
本

家
ま
た
は
豪
族
、
名
主
等
の
許
へ
「

只
今
開
拓
地
か
ら
も
ど
り
ま
し
た
」

の
意
の
略
称
で
、
乙
れ
が
や
が
て
同

輩
の
聞
に
も
夕
暮
れ
の
挨
拶
と
し
て

交
さ
れ
、
つ
い
に
方
言
と
な
っ
た
も

の
と
推
定
す
る
l
後
略
)
と
し
て
あ

る
が
深
沢
泉
先
生
の
甲
州
方
言
に
あ

る
「
た
だ
い
ま
」
の
解
説
に
は
、
人

と
会
っ
た
と
き
の
挨
拶
に
「
た
だ
い

ま
」
を
使
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
多
く

は
午
後
、
夕
方
の
挨
拶
で
あ
る
。
通

り
が
か
り
の
と
き
、
人
に
挨
拶
し
て

通
る
場
合
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
代
わ

り
に
「
た
だ
い
ま
」
を
使
う
(
羽
鹿

島
)
と
し
て
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
七
日

山
梨
日
日
新
聞
で
、
山
梨
大
挙
名
誉

教
授
清
水
茂
夫
先
生
の
方
言
の
値
打

ち
の
中
で
「
夕
日
が
西
の
山
々
に
傾

く
こ
ろ
は
道
行
く
人
々
は
お
互
い
に

『
た
だ
い
ま
』
と
言
い
合
う
と
い
う

地
域
も
あ
っ
た
」
と
記
し
て
あ
る
。

ま
た
、
増
穂
町
誌
で
は
「
た
だ
い

ま
」
は
夕
方
人
に
会
っ
た
時
の
あ
い

さ
つ
の
言
葉
。
韮
崎
市
誌
で
は
夕
方

人
民
会
っ
た
時
の
あ
い
さ
つ
。
双
葉

町
誌
で
は
夕
方
の
あ
い
さ
つ
と
各
方

言
の
項
に
書
い
て
あ
る
。
以
上
か
ら

み
て
国
中
地
方
各
所
で
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

方
言
の
勉
強
は
手
を
つ
け
た
ば
か

り
で
あ
り
、
不
備
の
点
が
お
お
い
の

で
、
皆
さ
ん
の
と
指
導
を
何
卒
お
願

い
し
ま
す
。
以
下
次
号
と
致
し
ま
す
。

A

銀



昭 和

=母子健康手帳交付
=可燃物・不燃物収集日一

及び妊婦相談日一

日程 曜日 内 同廿情 地区名
9月5目的・19日目
時間 午前 9時~2日 水 ガラス類 全地区

3日 木 もえる物 " 
7日 月 " " 

10日 木 。
" 

11時30分

場野 中央公民館

※当日日産を来持ち

下さい。出来るだけ

本人の届出をお瀬い

します。

14日 月 " 
1 6日 水 金属類

17日 木 もえる物

18日 金 金属類

21日 月 もえる物

24日 木 " 
28日 月 " 

" 
西条姐茎

全地区

持源帯封く

全地区

" 
" 

=不用犬収集日=

9月4日午前10時

場所旧役場前

※飼主の方は収集車

が来るまでいっしょ

lといて下さ(， 1。また

指定場所に当日午前 8時 30分

までにお出し下さい。

登録犬は役場保健課

へ抹消登録して下さ

実施日時

対象児

場所

携行品

診査内容

3歳児健康診断

9月 17日射午後 1時-...-2時

昭和 53年 6月 1日~昭和 53年 8月 31 

日までの出生児

中央公民館

母子健康手帳、 3歳児健康診査票、食べ物

についての質問票

内科、歯科、尿、発達検査、体位測定、保

健指導

町 広 報 (8) 

=3種混合予防接種----

実施日時

場所

該当児

携行品

実施日時

場所

該当児

9月 22日例

中央公民館

午後 1時-...-2時

・昭和 54年 3月 1日~昭和 54年 8月

3 1日までの出生児(第 1期 1回目)

・昭和 52年 12月 25日~昭和 54年

2月 28日までの出生児(第1期1回目)

.第 1期 3回目の接種目から 1年以上が

過ぎ 1年 6か月以内に第 2期目が該当

する幼児。

母子健康手帳問診票

ツベルクリン反応検査=二二

9月 8目的午後 1時-...-2時

中央公民館

・昭和 55年 10月 1日~昭和 56年 3

月 31日までの出生児

・昭和 53年 10月 1日~昭和 55年 9

月 30日までの出生児

携行品母子健康手帳

判 定 9月 10日関午後 12時 45分-...-2時

※上記該当児でBCG接種後 1年以内の幼児は除く。

9月8日例の接種者全員K問診票をお渡し致します

ので、判定の時にもれなく記入し、持参して下さい。

陰牲者には BCGを接種致します。

- - - 乳 児 健 康 相 談----

携行品

ゎ~・~・~・~・~・~・-...-.-...-・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・-...-."1 

j野神山秋葺軍全喜望樋池秋山霊 盟 七 ; 
村 田 内 山 沼本居藤月口上山田塚氏 和 .:Fov.、

:差 洋 大 2哲異和異隆善庄言襲名婚手 七で { 
t江守子平る也子彦芋亀美司子郎 六 ζーう

'-" '-" '-" '-"年

j 上西西飯上西上姻 月 写三iI
河条条 河条河住八〆訴芳 、

1 東 東 東日夜弘t7f
二二 一二二所以 E、~~弘4

t 区区区喰亙区区 降 込 迂D⑤

: 野虫 功石 吉谷唱悲吉松早望企桓渡担伊遠山望向 1 
1若草津刀原本弄梅野屋白川Jf里子原 辺康藤藤田芳山子 J 
;且事慎慎 有 あ

!孝一一裕竜真義真洋一裕査俊和章き尚 千由名出
j子介郎郎子太紀輝率子哉之基夫樹裕み大潔賀大 1 

1勝輝明和正哲 弘良 兵哲 玄 啓保父
正勇孝明治 勤 晃 の

:弥久好幸夫夫喜仁巨哉弥 一則名生{

(清紙築西西西上河紙西西飯西飯上 飯紙上上上西 ! 
{水漉地条条条理東漉条条 条 河 漉河河河条住 t 

東 東東東所
i新阿新二二ニ云中阿二二 二 二 阿二二二一
t居原居区区区区島原区区喰区喰区喰原区区区区 t 

:女災害時の電話心得

:対援の災害時、あるL可:

:は警戒宣言が発令された:

:場合には、たくさAfJJ入が・

:いっせいに電話をかける:

:ため電話がマヒ状態にな:

.ります。災害復旧などの.

:緊急電話を確保するため、:

:安訪3かりでしょうがお見:

:舞電話などはしばらくお:

:控え下さい。

;命齢~}〆席\;
~~ぶJ今住L\ : 

甲府電報電話局


